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概要

Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイドは、Red Hat ハードウェア認定を取得す
るためのテスト要件を説明しています。 バージョン 8.74 は 2024 年 1 月 24 日に更新されました。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメントにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まず
は、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4
つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで
段階的に用語の置き換えを実施して参ります。多様性を受け入れる用語に変更する取り組みの詳細
は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ  を参照してください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化
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パート I. RED HAT OPENSTACK PLATFORM および OPENSHIFT
CONTAINER PLATFORM ベアメタルハードウェア認定プログラ

ムの概要
このガイドでは、Red Hat OpenStack Platform および Red Hat OpenShift Container Platform ベアメ
タルハードウェア認定を獲得するために必要な手順を説明します。

重要

Red Hat Hardware Certification は、高度なレベルのハードウェアと Red Hat 製品の知識
とスキルを前提としています。Red Hat 製品のサポートは、Red Hat Hardware
Certification プログラムでは提供されておらず、対象でもありませんが、別途購入する
ことができます。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイド

4



第1章 RED HAT HARDWARE CERTIFICATION プログラムの概要
Red Hat Hardware Certification プログラムは、OpenStack Platform でのハードウェア、ソフトウェ
ア、およびクラウド製品の互換性を保証します。このプログラムは、次の 3 つの主な要素で構成されま
す。

テストスイート: 認定を受けるハードウェアまたはソフトウェアのテストで構成されます。

Red Hat Certification Ecosystem: ハードウェア、ソフトウェア、クラウド、およびサービス
プロバイダーなどの認定製品を調べて見つけることができます。

サポート: お客様と Red Hat の間の共同サポート関係。

1.1. サポートとフィードバックの提供

このドキュメントで説明されている Red Hat 認定ツールセット、認定プロセス、または手順に関する質
問は、ナレッジベースの記事、Red Hat カスタマーポータル、および Red Hat Partner Connect  を参照
してください。

サポートケースを作成して、サポートを受けたり、フィードバックを送信したりすることもできます。

サポートケースを作成するには、How do I open and manage a support case on the Customer Portal?  を
参照してください。

認定に関する質問

特定の認定について質問や回答がある場合は、認定エントリーの Dialog タブの Comments セクション
に記録してください。

警告

認定の妨げとなる可能性がある問題や、解決が必要な問題は、エンジニアリング
パートナーマネージャーまたはその他のエンジニアリングエンゲージメントを通じ
て解決する必要があります。

関連情報

Red Hat OpenStack ベアメタルハードウェアおよび Red Hat OpenShift Container Platform ベ
アメタルハードウェア認定の要件およびポリシーの詳細は、Red Hat OpenStack ハードウェア
ベアメタル認定ポリシーガイド を参照してください。


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第2章 認定パートナーのオンボーディング
新しいパートナーの場合は、Red Hat カスタマーポータルを使用して新しいアカウントを作成します。
現在のパートナーの場合は、既存の Red Hat アカウントを使用して、製品の認定を受けるための Red
Hat のオンボーディング手続きを行います。

2.1. 既存の認定パートナーのオンボーディング

既存のパートナーは、以下に該当する可能性があります。

1 対多の EPM プログラムのメンバーで、EPM チームである程度の代表権を持っているが、
OpenStack 認定については支援を受けていない。
OR

従来の方法で EPM チームによって完全に管理されているメンバーであり、OpenStack 認定リ
クエストに関する質問など、パートナー管理を担当する専任の EPM チームメンバーが割り当て
られている。

前提条件

既存の Red Hat アカウントがある。

手順

1. Red Hat カスタマーポータル  にアクセスし、Log in をクリックします。

2. Red Hat ログインまたはメールアドレスを入力し、Next をクリックします。
次に、以下のオプションのいずれかを使用します。

a. 企業用シングルサインオンでログイン

b. Red Hat アカウントへのログイン

3. ヘッダーのメニューバーからアバターをクリックし、アカウントの詳細を表示します。

a. アカウント番号がアカウントに関連付けられている場合は、認定チーム に連絡して認定プ
ロセスを進めてください。

b. アカウント番号がアカウントに関連付けられていない場合は、まず Red Hat グローバルカ
スタマーサービスチーム に連絡して、新しいアカウント番号の作成をリクエストしてくだ
さい。
アカウント番号を取得したら、認定チーム に連絡して認定プロセスを続行します。

2.2. 新しい認定パートナーのオンボーディング

新しい認定パートナーのオンボーディングでは、まず新しい Red Hat アカウントを作成します。

1. Red Hat カスタマーポータル  にアクセスし、Register をクリックします。

2. 以下の詳細を入力して、新しい Red Hat アカウントを作成します。

a. Account Type フィールドで Corporate を選択します。
企業タイプのアカウントを作成していて、アカウント番号が必要な場合は、Red Hat グ
ローバルカスタマーサービス チームにお問い合わせください。

注記

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイド
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注記

個人アカウントではなく、企業アカウントを必ず作成してください。この手順で作成し
たアカウントは、認定リクエストを使用する際に Red Hat Ecosystem Catalog にサイン
インするために使用します。

b. Red Hat のログインとパスワードを選択します。

重要

ログイン ID が複数のアカウントに関連付けられている場合は、ログイン時に問題が発生
する可能性があるため、連絡先メールアドレスをログイン ID として使用しないでくださ
い。また、作成後にログイン ID を変更することはできません。

c. Personal information と Company information を入力します。

d. Create My Account をクリックします。
新しい Red Hat アカウントが作成されます。

3. 利用できる場合は、エコシステムパートナー管理 (EPM) 担当者にお問い合わせください。それ
以外の場合は、認定チーム に連絡して認定プロセスを進めてください。

第2章 認定パートナーのオンボーディング
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第3章 RED HAT ベアメタルハードウェア認定プログラムの概要
Red Hat OpenStack Platform および Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア
認定では、手動による介入なしに、サーバーを Red Hat OpenStack Platform および Red Hat
OpenShift Container Platform で管理できるだけでなく、自動的にデプロイまたは再デプロイできるた
め、お客様に価値をもたらします。認定プロセスでは、一連のテストを行うことで、認定されたソ
リューションがエンタープライズクラウドの要件を満たしていること、Red Hat とパートナーの組織に
より共同でサポートされることを検証します。

次の図は、OpenShift と OpenStack のベアメタル認定ワークフローを示しています。

図3.1 Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイド
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図3.2 Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス

ほとんどの認定サブテストでは、すぐにステータス (合格/不合格) が返されますが、一部のサブテスト
では、成功または失敗を確認するために Red Hat による詳細なレビューが必要な場合があります。この
ようなテストは、Red Hat Certification アプリケーションで REVIEW ステータスで識別されます。ま
た、一部のテストでは、発生する可能性のある問題が識別され、Warn ステータスが返される場合があ
ります。この Warn ステータスは、ベストプラクティスが守られていない可能性を示していま
す。WARN ステータスが表示されたテストは、注意や対応が必要ですが、認定の発行を妨げるもので
はありません。このようなテストの出力を確認し、警告に含まれる情報に基づいて適切な処置を行う必
要があります。

認定の前提条件は、ポリシーガイド を参照してください。
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パート II. RED HAT OPENSTACK PLATFORM ベアメタルハード
ウェア認定

注記

この章は、Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェア認定にのみ適用できま
す。
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第4章 テスト環境のセットアップ
製品を認定するための最初のステップは、テストを実行できる環境をセットアップすることです。テス
ト環境は、アンダークラウドノードのみで設定されます。

ベアメタル認定に必要なシステム設定を検証する必須のテストはすべて、アンダークラウドノードで実
行されます。

4.1. アンダークラウドノードのバックアップ

前提条件

必要に応じて、サポートされている RHEL バージョンに基づいて RHOSP をシステムにインス
トールしました。
RHOSP を実稼働環境でインストールおよび管理するためのサポートされているツールセット
であるため、インストールには RHOSP Director を使用するようにしてください。

対応するサポートされているバージョンは次のとおりです。

RHOSP のバージョン サポートされている RHEL のバージョン

RHEL 16.0 8.1

RHEL 16.1 8.2

RHEL 16.2 8.4

RHEL 17.0 9.0

RHEL 17.1 9.2 および 9.3

RSA 秘密鍵ファイルが PEM 形式であることを確認してください。詳細は、RHOSP 17.1 設定リ
ファレンス ドキュメントを参照してください。

手順

1. RHN の認証情報を使用して、Red Hat Subscription Management でシステムを登録します。

# subscription-manager register

2. お使いのシステムで利用可能なサブスクリプションのリストを表示します。

# subscription-manager list --available*

Red Hat 認定 (RHEL Server 用) リポジトリーを提供するサブスクリプションを検索し、サブス
クリプションとそのプール ID を書き留めます。

3. システムにサブスクリプションを割り当てます。

# subscription-manager attach --pool=<pool_ID>

第4章 テスト環境のセットアップ
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pool_ID をサブスクリプションのプール ID に置き換えます。

4. Red Hat Certification チャネルにサブスクライブします。

RHEL 8 の場合:

# subscription-manager repos --enable=cert-1-for-rhel-8-<HOSTTYPE>-rpms

HOSTTYPE をシステムアーキテクチャーに置き換えます。システムアーキテクチャーを確
認するには、以下を実行します。

uname -m

以下に例を示します。

# subscription-manager repos --enable=cert-1-for-rhel-8-x86_64-rpms

RHEL 9 の場合:

# subscription-manager repos --enable=cert-1-for-rhel-9-<HOSTTYPE>-rpms

HOSTTYPE をシステムアーキテクチャーに置き換えます。システムアーキテクチャーを確
認するには、以下を実行します。

uname -m

以下に例を示します。

# subscription-manager repos --enable=cert-1-for-rhel-9-x86_64-rpms

5. 認定 RPM をインストールします。

RHEL 9 のみ

# yum install redhat-certification

6. OpenStack テストスイートパッケージをインストールします。

yum install redhat-certification-baremetal

4.2. ベアメタルの設定

RHOSP 17.1 向けのベアメタルプロビジョニング で、Red Hat OpenStack Platform 環境のアンダークラ
ウドでベアメタルサービスをインストール、設定、および使用するための手順を説明しています。

4.3. ベアメタル設定の検証

手順

認定プロセスを開始する前に、ベアメタルが動作していることを確認する必要があります。登録された
ノードとその現在のステータスを確認するには、director を使用した Red Hat OpenStack Platform の
インストールと管理ガイド に記載されている ノードのプロビジョニングのトラブルシューティング の
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章に従ってください。
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第5章 テスト計画を使用したアンダークラウドノードのプロビジョ
ニング

手順

1. プロビジョニングコマンドを実行します。

# rhcert-provision <path_to_test_plan_document>

<path_to_test_plan_document> を、テストホストに保存されているテスト計画ファイルに置き
換えます。
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第6章 認定テストの実行
RHCert CLI は、テストを実行するためにサポートされている方法です。

手順

1. テストの実行

# rhcert run

非対話タグは、すべての認定関連の必須テストを実行するために使用される RHCert フラグで
す。

2. テスト結果ファイルを保存します。

# rhcert-save

デフォルトでは、結果ファイルは /var/rhcert/save/rhcert-results-<host-name>-
<timestamp>.xml として保存されます。

第6章 認定テストの実行
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第7章 テスト結果ファイルの送信
RHCert CLI または Red Hat Certification Tool  のいずれかを使用して、テスト結果ファイルを Red Hat
に送信できます。

RHCert CLI ツールの使用:

手順

1. ログインして、デバイスを認証します。

注記

テスト結果ファイルを送信するには、ログインが必要です。

# rhcert-cli login

a. 生成された URL を新しいブラウザーウィンドウまたはタブで開きます。

b. ログインとパスワードを入力し、Log in をクリックします。

c. Grant access をクリックします。
デバイスのログイン成功メッセージが表示されます。

d. ターミナルに戻り、Please confirm once you grant access に yes と入力します。

2. 結果ファイルを送信します。

# rhcert-submit

プロンプトが表示されたら、認定 ID を入力します。

Red Hat Certification Toolの使用

手順

1. Red Hat Certification ポータル  にログインします。

2. ホームページで、検索バーに製品のケース番号を入力します。
表示されるリストからケース番号を選択します。

3. Summary タブの Files セクションで、Upload をクリックします。

次のステップ

Red Hat は、提出した結果ファイルを確認し、認定を付与する次のステップを提案します。詳細
は、Red Hat 認定ポータル  を参照してください。

認定されると、製品は Red Hat Ecosystem Catalog  にリストされます。
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第8章 ベアメタル認定の実施
Red Hat OpenStack Platform ベアメタル認定は、システムが OpenStack 環境の一部としてオーケスト
レーションできることを検証します。

8.1. RHOSP ベアメタル補足認証の作成

Red Hat OpenStack Platform ベアメタル認定は、Red Hat Enterprise Linux System 認定の一部として
すでに作成されている場合があります。

自動的に作成されなかった場合、または後日認定を申請する必要がある場合は、次の手順を実行しま
す。

前提条件

サーバーは、次の認定を取得している必要がある。

Red Hat Enterprise Linux システム

Red Hat OpenStack Platform コンピュートノード

Red Hat OpenStack Platform Compute Node 階層化認証の作成に関する情報が必要な場合は、階層化
された製品の認定 を参照してください。

手順

1. Red Hat Partner Connect  ポータルにログインします。

2. 開くベアメタル証明書に関連する Red Hat Enterprise Linux System 証明書をクリックします。

3. Related Certifications タブに移動します。

4. 開くベアメタル証明書に関連する Red Hat OpenStack Platform コンピュートノード証明書をク
リックします。

5. Related Certifications タブに移動します。

6. 認定表の上部にある Add Related Certification をクリックします。
Create Related Certification ウィンドウが表示されます。

7. Supplemental を選択し、Next をクリックします。

8. 認定情報を確認し、Open をクリックします。
補足認定が作成され、Red Hat 認定チームが Bare Metal Management コンポーネントをテス
ト計画に追加します。

9. 新しいテスト計画を取得したら、テストを開始します。

第8章 ベアメタル認定の実施
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パート III. RED HAT OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM ベア
メタルハードウェア認定

注記

この章は、Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア認定のみが対
象です。

Red Hat OpenShift Platform ベアメタルハードウェア認定は、ベアメタルサーバーが OpenStack 環境
でリモートでオーケストレーションおよびデプロイされる準備ができていることを検証します。

認定には 2 つのコンポーネントがあります。

インストーラーでプロビジョニングされるインフラストラクチャー (IPI)

Assisted installer

ベアメタルサーバーのいずれかのコンポーネントまたは両方を認証できます。

次のセクションでは、該当する場合、それぞれの詳細な手順を説明します。
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第9章 テスト環境の概要

9.1. INSTALLER-PROVISIONED INFRASTRUCTURE (IPI) のテスト環境の
準備

認定のための環境は次のコンポーネントで設定されます。

認証が必要な IPI クラスターがインストールされているベアメタルサーバーは、テスト対象ホス
ト (HUT) と呼ばれます。

ベアメタルシステム上でインストーラーによってプロビジョニングされたインストール (IPI:
installer-provisioned infrastructure) を成功させます。ベアメタルへの IPI クラスターのデプロ
イ を参照してください。

9.2. ASSISTED INSTALLER のテスト環境の準備

認定のための環境は次のコンポーネントで設定されます。

テスト対象ホスト (HUT) として機能するベアメタルサーバー。これはお客様が認証している
サーバーです。サーバーにはインターネット接続が必要です。
テストでは、単一ノードのクラスターのみ が検証されます。複数のベアメタルサーバーを認証
する場合は、それぞれを単一ノードクラスターとしてインストールする必要があります。

ベアメタルサーバーは、OpenShift Container Platform Assisted installer ドキュメント  に記載
されているコントロールプレーンノードのハードウェア要件とネットワーク要件に準拠する必
要があります。

Red Hat Hybrid Cloud Console  にログインし、Assisted installer を使用して SUT をインストー
ルできる Red Hat アカウント。UI または API を使用してインストールを実行できます。

Assisted Installer を使用してシングルノードクラスターをインストールした後、シングルノー
ドクラスターにアクセスできる RHEL 8 または RHEL 9 クライアントを利用して、
assisted_installer テストの実行を続行できます。

第9章 テスト環境の概要

19

https://docs.openshift.com/container-platform/4.14/installing/installing_bare_metal_ipi/ipi-install-overview.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/assisted_installer_for_openshift_container_platform/2022/html/assisted_installer_for_openshift_container_platform/preparing-to-install-with-ai#assisted-installer-prerequisites_assisted-installer-preparing-to-install
https://console.redhat.com/


第10章 ベアメタルの補足認定の作成
Red Hat OpenShift ベアメタル認定は補足的な認定です。Red Hat Enterprise Linux System 認定として
すでに作成されている可能性があります。

自動的に作成されなかった場合、または後日認定を申請する必要がある場合は、次の手順を実行しま
す。

前提条件

サーバーは、次の認定を取得している必要がある。

Red Hat Enterprise Linux システム

Red Hat OpenShift Container Platform

IPI または AI のタイプごとに個別の補足認定を作成する必要があります。ただし、IPI と AI の両方を認
証する場合は、単一の補足認証リクエストを作成します。

Red Hat OpenShift Container Platform の階層化認定の作成の詳細は、階層化された製品の認定 を参照
してください。

手順

1. Red Hat Partner Connect  ポータルにログインします。

2. 取得予定の Assisted installer 認定に関連する Red Hat Enterprise Linux System 認定をクリック
します。

3. 表の左上にある Related Certifications タブをクリックします。

4. 取得予定の Assisted installer 認定に関連する Red Hat OpenShift Container Platform 認定をク
リックします。

5. 表の左上にある Related Certifications タブをクリックします。

6. 認定表の上部にある Add Related Certification をクリックします。
Create Related Certification ウィンドウが表示されます。

7. Supplemental を選択し、Next をクリックします。

8. 認定情報を確認し、Open をクリックします。
補足証明書が作成されます。

9. Red Hat 認定チームにコメントを残して、次のコンポーネントのいずれかまたは両方をテスト
計画に追加することを指定してください。

ベアメタル管理

Assisted installer

10. 新しいテスト計画を取得したら、テストを開始します。
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第11章 IPI テストの実行
インストーラーでプロビジョニングされるインフラストラクチャー (IPI) テストは、BMC 対応のベアメ
タルノードが、確立された RHOCP 環境でアクセス、デプロイ、および再起動できるかどうかを検証し
ます。

このテストでは、RHOCP 環境ですでに実行している Ironic サービスを使用して、認証を受けるベアメ
タルノードをプロビジョニングします。

前提条件

インストーラーでプロビジョニングされるクラスターがすでに準備されている。

RHOCP クラスターにベアメタルノードを追加 している。このノードには以下が必要です。

オペレーティングシステムがインストールされている。

プロビジョニングされていない。

RHOCP 環境で両方が利用可能な場合は、baremetal ネットワークおよび provisioning
ネットワーク にアクセスできる。baremetal ネットワークのみを設定した場合は、サー
バーを baremetal ネットワークに接続する必要があります。

重要

テストでは、サーバーの電源をリモートでオンまたはオフにできることを検証する必要
があります。ベアメタルノードの bmh.yaml ファイルを作成する場合は、online フィー
ルドを false に設定します。以下に例を示します。

apiVersion: metal3.io/v1alpha1
kind: BareMetalHost
metadata:
  name: openshift-worker-<num>
spec:
  online: false

このフィールドを適切に設定しないと、テストに失敗します。

手順

1. Ironic サービスが実行しているノードの IP アドレスを特定します。以下に例を示します。

# oc -n openshift-machine-api get pods -o wide | egrep -v ‘image|controller|operator’

NAME                                              READY   STATUS    RESTARTS   AGE   IP             NODE
metal3-78b556db65-lgkrp                    7/7     Running   0          12d   172.22.0.111   worker-0

metal3 Pod は、テストで認定を受けているベアメタルノードをインストールするのに使用する
Ironic サービスを実行します。その IP アドレスをメモします。これは、後のステップで使用す
る Ironic API エンドポイントです。

2. Ironic サービスの認証情報を取得してメモします。この情報は後のステップで使用します。

# oc -n openshift-machine-api get secret/metal3-ironic-password -o template --template 
'{{.data.username}}' | base64 -d
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# oc -n openshift-machine-api get secret/metal3-ironic-password -o template --template 
'{{.data.password}}' | base64 -d

3. 任意のクラスターノードにログインします。以下に例を示します。

# oc debug host/master-0

4. 認定テストを実行するためにノードを準備します。

a. podman がインストールされていない場合はインストールします。

b. /tmp/results ディレクトリーを作成します。テストで、このディレクトリーに結果が保存
されます。

注記

RHOCP 環境で baremetal ネットワークと provisioning ネットワーク が利
用可能な場合、ノードはその両方にアクセスできる必要がありま
す。baremetal ネットワークのみを設定した場合は、このネットワークに
ノードを接続する必要があります。

c. Red Hat Certification イメージレジストリーにログインします。

# podman login registry.redhat.io
Username: <registry_service_account_username>
Password: <registry_service_account_password>
Login Succeeded!

d. Red Hat Catalog  から redhat-certification-baremetal イメージをダウンロードします。

# podman pull registry.redhat.io/rhcertification/redhat-certification-baremetal

5. IPI テストを実行します。

# podman run -it --net host -v /tmp/results:/var/rhcert_results:Z redhat-certification-baremetal

表11.1 IPI テストパラメーターの説明

パラメーター 説明

-it インタラクティブセッションを開始します。

--net host Podman は、コンテナーのホストのネットワークスタックを使用
します。コンテナーのネットワーク設定は、ホストと同じです。
コンテナーは、ホストで利用可能なものと同じサービスポートを
共有します。
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-v 
tmp/results:/var/rhcert_re
sults

ホストフォルダー /tmp/results のコンテンツを 
/var/rhcert_results にマウントできます。

:Z マウントポイントに対する読み取りと書き込みのパーミッション
があることを確認します。

パラメーター 説明

6. 以前に取得した Ironic サービスのユーザー名、パスワード、および URL を入力します。URL
は https://<Ironic_IP_address>:6385 の形式である必要があります。

7. テストを実行するベアメタルノードを選択します。
選択したノードの UUID、Name、Power State、および Provision State が表示されます。ノー
ドを選択すると、テストが開始します。

8. プロンプトが表示されたら、ベアメタルノードの電源がオンになっているかどうかを確認しま
す。これを確認した後に、テストはベアメタルノードを再起動します。
テスト結果ファイルは /tmp/results に生成されます。

9. Red Hat 認定 Web サイトで、サーバーの補足 RHOCP 認定に結果を送信します。

関連情報

IPI テストの詳細は、Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイ
ド を参照してください。

Red Hat OpenShift Container Platform のインストール

ベアメタルノードの準備
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第12章 ASSISTED INSTALLER テストの実行
Assisted installer のテストでは、OpenShift Container Platform Assisted installer を使用してベアメタル
サーバーをインストールできることを検証します。

テストはベアメタルサーバーのみを対象としています。仮想マシンはサポートされていません。

前提条件

Red Hat OpenShift Container Platform Assisted installer  を使用して、HUT をシングルノード
OpenShift クラスターとしてインストールしている。

Red Hat OpenShift Container Platform Assisted installer ドキュメント  で説明されているよう
に、kubeconfig ファイルが設定されている。

次のいずれかの方法を使用して rhcert-provision コマンドを実行している。

rhcert-provision コマンドの実行中に次の手順に従います。このコマンドでは、認証が必
須である 接続ポータル からテスト計画を直接ダウンロードします。

ベアメタルの補足認定ドキュメントの作成 で説明されているように、接続ポータル からダ
ウンロードしたテスト計画を使用します。

手順

1. シングルノードクラスターにログインします。

2. 次の redhat-certification パッケージをインストールします。

redhat-certification

redhat-certification-openshift
以下に例を示します。

# dnf install redhat-certification redhat-certification-openshift

3. Red Hat Hybrid Cloud Console  で、OpenShift Manager API トークンを生成します。

4. トークンを OFFLINE_TOKEN 変数に追加し、エクスポートします。
以下に例を示します。

# export OFFLINE_TOKEN=<value_of_your_token>

5. 次のコマンドを使用して、クラスターにアクセスできるかどうかを確認します。

# oc status

6. テスト計画に従ってテストを実行します。

# rhcert-run

同様のテストのセットは次のように表示されます。
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または、rhcert-cli を使用して、以下のようにテストを実行することもできます。

# rhcert-cli plan

# rhcert-cli run –test assisted_installer

テスト結果を保存します。

# rhcert-cli save

7. 両方のテストの結果を、Red Hat 認定 Web サイト  にあるサーバーの補足 RHOCP 認定に送信
します。
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パート IV. フィードバックおよび再認定
このモジュールでは、フィードバックおよび再認定の情報が提供されます。
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第13章 フィードバックのレビュー
結果を提出していただいた後、Red Hat 認定チームが内容を分析し、テストプランに含まれる、合格し
た各テストにクレジットを付与します。合格した各テストを確認して、チームは各テストプラン項目を
Confirmed に設定します。これは、カタログの Results タブで確認することができます。

図13.1 認定テストのプラン

何らかの問題が発見された場合には、Red Hat 認定チームは認定リクエストを更新し、認定書を提出し
た担当者に自動的にメールで通知します。また、テストページで結果のデバッグを試みることもできま
す。

注記

認定の Dialog タブから、結果や問題点を議論することができます。
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第14章 再認定のワークフロー
製品や機能の増加に伴い、再認定が必要になる場合とそうでない場合があります。この要件は、最終的
には Red Hat パートナー認定チームが決定します。しかし、Red Hat では、製品が正しく機能するよう
に、正式な要件かどうかにかかわらず、これらの変更を常に独自に再テストすることを推奨していま
す。
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